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新

年

の

ご

挨

拶

公
益
社
団
法
人

さ
い
た
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

佐

伯

鋼

兵

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
並
び
に
、
セ
ン
タ

ー
事
業
に
広
く
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
関
係
者
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に

つ
き
ま
し
て
多
大
な
る
ご
尽
力
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
減
少
を
続

け
て
き
た
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実

績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年

度
に
は
、
会
員
数
以
外
は
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
契
約
金
額
も
７
年

ぶ
り
に
増
加
を
し
ま
し
た
。
よ
う

や
く
回
復
の
傾
向
に
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
者

の
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
に
よ

る
も
の
と
重
ね
て
感
謝
い
た
し
ま

す
。一

方
、
会
員
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
24
年
の
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
の
改
正
に
よ
る
65
歳
雇

用
延
長
の
導
入
な
ど
も
あ
り
、
当

セ
ン
タ
ー
の
入
会
者
が
減
少
し
会

員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
新
た
な
会
員

増
強
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年

よ
り
、
さ
い
た
ま
市
自
治
会
連
合

会
の
協
力
を
得
て
、
チ
ラ
シ
の
回

覧
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
シ
ニ
ア
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
、
シ
ル
バ
ー
バ
ン
ク

と
の
三
者
連
携
に
よ
る
「
い
き
い

き
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」
に
参
加

し
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
周
知
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
入
会
説
明
会

に
つ
い
て
は
、
休
日
開
催
や
女
性

を
対
象
に
開
催
す
る
な
ど
会
員
増

強
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
た
な
事
業
展
開
は
、

平
成
27
年
に
労
働
者
派
遣
法
が

改
正
さ
れ
い
わ
ゆ
る「
三
年
問
題
」

が
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昨

年
は
就
業
開
拓
員
を
設
置
し
、「
シ

ル
バ
ー
派
遣
事
業
」
の
強
化
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
就
業
機
会

の
拡
充
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
年
４
月
よ
り
事
故
取

扱
基
準
が
施
行
さ
れ
ま
す
。「
就
業

事
故
ゼ
ロ
」
を
合
言
葉
に
、
そ
の

未
然
防
止
と
再
発
防
止
を
目
指
し

て
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
、
ま
た
新
し
い
年
が
皆
様
に
幸

多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら

さ
い
た
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
方
に
は
、
市
政
全
般

に
わ
た
る
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
賜
り
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
さ
い
た
ま
市
は
昨
年
、

人
口
１
２
８
万
人
に
達
し
、
全
国

の
政
令
指
定
都
市
中
３
位
の
増
加

数
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業

の
進
出
も
進
み
、
10
年
間
で
企
業

本
社
が
１
１
２
社
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
意
識
調
査
で
は
、

住
み
や
す
い
83
・
２
％
、
住
み
続

け
た
い
84
・
６
％
と
、
と
も
に
８

割
超
の
方
に
住
み
や
す
い
、
住
み

続
け
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

私
は
、「
し
あ
わ
せ
倍
増
プ
ラ
ン
」

の
各
事
業
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
２
０
２
０
年
ま
で
に
市
民
満

足
度
90
％
以
上
を
目
指
す
「
Ｃ
Ｓ

90
運
動
」
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で

き
る
さ
い
た
ま
市
を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る

高
齢
化
に
対
し
て
は
、「
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
や
、
施
設
の
老

朽
化
に
対
応
す
る
「
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
よ
り
、
先

手
を
打
っ
た
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
で
、
さ
い
た
ま
市

の
一
層
の
成
長
・
発
展
の
た
め
、

大
宮
駅
・
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
周

辺
や
、
浦
和
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
北
海

道
、
東
北
、
上
信
越
、
北
陸
と
い

っ
た
東
日
本
の
各
地
域
と
の
連
携

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
市
有
施
設

の
管
理
や
空
き
家
対
策
等
、
様
々

な
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
準
備

を
進
め
て
お
り
本
年
４
月
に
ス
タ

ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

の
構
築
に
向
け
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
は
、
益
々

高
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
支
え
合
い
の
地
域
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
会
員
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
が
、
健
康
で
長
生
き

を
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご

し
て
行
け
る
地
域
社
会
を
、
皆
様

と
作
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
皆
様
方
に
と
り
、
よ
り

佳
き
年
と
な
る
と
と
も
に
、
会
員

の
皆
様
が
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新

年

の

ご

挨

拶

さ
い
た
ま
市
長

清

水

勇

人
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昨
年
度
と
比
べ
、
契
約
金
額
は
0.5
％
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
最
も
実
績
の
多
い
職
群
は
、
屋
内
外
清

掃
や
除
草
・
草
刈
り
な
ど
の
一
般
作
業
群
で
約
55
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
駐
輪
場
・
駐
車
場
管
理
な

ど
の
管
理
群
が
約
22
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
植
木
剪

定
や
襖
張
り
な
ど
の
技
能
群
は
3
番
目
に
多
い
職
群

と
な
っ
て
い
ま
す
。

職群別契約金額実績 

一般作業群

55.5 %
486,559,454 円管理群

22.2 %
194,741,134 円

技能群

15.7 %
137,987,570 円

サービス群

3.8 %
33,083,310 円

事務整理群

1.1 %
9,869,235 円

技術群

0.9 %
7,738,075 円

折衝外交群

0.8 %
6,794,872 円

平成２８年度上半期実績 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月

前 年 度 当 年 度

契約金額（千円）
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４月～９月までの会員数と構成比 

男女別年齢別構成比（平成28年9月末現在） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

女 1,437 1,460 1,439 1,460 1,517 1,529

男 3,535 3,587 3,562 3,577 3,613 3,641

人

60～64歳

4%

26%

36%

34%

男性

75歳以上 65～69歳

70～74歳

60～64歳

7%

28%

36%

29%

女性

70～74歳

65～69歳

75歳以上

4,972 5,047 5,001 5,037 5,130 5,170 

男女とも最も多い年齢層は70～74歳で、全体の平均年齢は72.8歳です。 

男 女 別 月 別 会 員 数
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次
の
よ
う
な
講
習
や
研
修
が
、
本
年

度
上
半
期
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
研
修
・
講
習

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
の
会

員
を
対
象
と
し
た
技
能
及
び
資
質
向
上

を
図
る
講
習
並
び
に
研
修
で
す
。

①

パ
ソ
コ
ン
研
修

第
１
回

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

５
月
25
日
～
27
日

17
人
参
加

会
場
・
与
野
事
務
所

第
２
回

ワ
ー
ド
入
門

６
月
27
日
～
29
日

19
人
参
加

会
場
・
与
野
事
務
所

第
３
回

エ
ク
セ
ル
入
門

９
月
５
日
～
７
日

17
人
参
加

会
場
・
大
宮
事
務
所

②

植
木
職
人
養
成
安
全
研
修

６
月
17
日
～
27
日

56
人
参
加

会
場
・
浦
和
事
務
所

障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

③

刈
払
機
取
扱
い
安
全
研
修

７
月
５
日

24
人
参
加

会
場
・
七
里
総
合
公
園

④

安
全
講
習

９
月
13
日

28
人
参
加

会
場
・
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

各
種
講
習
・研
修
会



（７）

⑤

接
遇
・
安
全
研
修

９
月
12
日

28
人
参
加

会
場
・
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
生
き
が
い

活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

さ
い
た
ま
市
内
の
高
齢
者
に
対
し
、

各
種
研
修
及
び
技
術
指
導
を
行
う
こ
と

に
よ
り
就
労
を
支
援
し
ま
す
。
高
齢
者

の
豊
か
な
経
験
、
知
識
及
び
技
能
を
活

用
し
た
地
域
活
動
を
支
援
し
、
生
き
が

い
活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
及
び
健
康

づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

①

パ
ソ
コ
ン

第
１
回

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

７
月
21
日
～
26
日

18
人
参
加

第
２
回

エ
ク
セ
ル
入
門

８
月
３
日
～
８
日

20
人
参
加

第
３
回

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

８
月
22
日
～
25
日

12
人
参
加

②

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

６
月
16
日
～
７
月
７
日

43
人
参
加

③

障
子
の
張
り
替
え
研
修

９
月
29
日

14
人
参
加

講
習
会
・
研
修
会
の

お
申
込
み
に
つ
い
て

各
種
講
習
会
、
研
修
会
に
つ

い
て
の
ご
案
内
は
、毎
月
発
行

し
て
い
る
「
会
員
ニ
ュ
ー
ス
」

や
「
市
報
さ
い
た
ま
」
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。

お
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
講

習
会
や
研
修
会
ご
と
に
内
容

や
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
確
認
の
う
え
、
掲

載
さ
れ
た
申
込
み
先
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

受
講
希
望
者
が
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
が
、
就
業
に
必
要
な
技

能
と
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

ま
す
の
で
、皆
様
の
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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浦
和
会
員
の

斉
藤

立
雄
さ
ん

斉
藤
さ
ん
が
入
会
さ
れ
た
の
は
、
除

草
の
仕
事
が
好
き
だ
っ
た
の
が
き
っ
か

け
と
な
り
平
成
24
年
に
入
会
。
現
在
グ

ル
ー
プ
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
前
職
は
船
に
乗
り
イ
ン
ド
洋
中

心
に
ま
ぐ
ろ
の
運
搬
の
お
仕
事
、
鉄
工

二
次
製
品
（
屋
根
）
の
販
売
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
定
年
後
就
活
を
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
中
心
に
実
施
。
し
か
し
、
年
齢
的

に
適
し
た
仕
事
が
な
く
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

除
草
の
仕
事
は
夏
場
が
勝
負
。
朝
７

時
（
発
注
者
の
了
解
を
得
て
）
か
ら
就

業
、
午
後
２
時
～
３
時
に
終
わ
ら
せ
る
。

ピ
ー
ク
時
期
は
週
５
日
。
た
だ
し

雨
の
日
は
避
け
る
。
発
注
者
の
方

が
高
齢
の
場
合
片
付
け（
植
木
鉢
、

廃
材
等
）
の
依
頼
も
あ
る
。
そ
の

た
め
の
道
具
は
会
員
が
揃
え
て
い

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
は
２
～
３
名
で
就
業
。

注
意
す
る
こ
と
は
、
交
通
事
故
、

常
に
現
場
に
は
余
裕
を
も
っ
て
出

発
す
る
よ
う
に
指
導
。
次
に
道
具
に
よ

る
怪
我
、
言
葉
使
い
等
に
注
意
し
て
い

ま
す
。
夏
に
作
業
が
集
中
す
る
た
め
、

熱
中
症
に
は
気
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
発
注
者
の
笑
顔
が
す
べ
て
。
余
暇
は

山
登
り
、
秩
父
な
ど
の
山
歩
き
。

ま
た
、
ご
家
族
か
ら
は
外
で
活
躍
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
ご
不
満

は
な
い
が
、
家
庭
サ
ー
ビ
ス
で
温
泉
巡

り
、
会
員
と
ラ
ー
メ
ン
の
食
べ
歩
き
、

ギ
タ
ー
等
、
と
に
か
く
趣
味
多
彩
な
斉

藤
さ
ん
。
グ
ル
ー
プ
と
し
て
誰
で
も
同

じ
気
持
ち
で
就
業
し
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
と
草
花
に
つ
い
て
専
門
知
識
の
あ
る

方
が
仲
間
に
入
っ
て
い
た
だ
く
事
が
希

望
で
す
。

（
取
材
・
吉
川
編
集
委
員
）

与
野
会
員
の

中
野

義
一
さ
ん

中
野
さ
ん(

63
才)

は
、
40
年
間
金

融
関
係
の
仕
事
を
さ
れ
て
か
ら
退
職
後

一
年
間
、
自
由
気
ま
ま
に
過
ご
さ
れ
て

い
た
せ
い
か
、
腰
痛
や
足
が
つ
る
な
ど

体
調
が
優
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
、
さ
い
た
ま
市
報
を
見
て
「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
休
日
入
会
説
明

会
」
に
参
加
さ
れ
、
昨
年
の
５
月
に
入

会
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
に
は
シ
ル
バ
ー
か
ら
除
草
作

業
の
お
話
が
あ
り
、
仕
事
は
、
月
に
約

10
日
、
一
日
７
～
８
時
間
程
で
二
人
一

組
に
な
っ
て
無
理
の
な
い
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
先
輩
会
員
さ
ん
に
親
切
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
特
に
不
安

は
な
く
、
ま
た
道
具(

植
木
鋏)

な
ど
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

仕
事
を
始
め
て
か
ら
数
日
は
、
朝
起

き
る
と
き
な
ど
筋
肉
痛
で
辛
か
っ
た
が
、

続
け
て
い
く
う
ち
、
今
で
は
腰
痛
や
足

が
つ
る
な
ど
も
な
く
な
っ
て
、
ジ
ム
に

通
う
よ
り
良
い
で
す
。

重
要
な
こ
と
は
「
無
事
故
・
安
全
」

夏
場
は
熱
中
症
等
に
な
ら
な
い
よ
う

「
十
分
な
自
己
管
理
」
が
必
要
。

今
ま
で
の
机
上
の
仕
事
と
違
い
、
無

心
に
な
れ
る
、
そ
し
て
お
客
様
の
感
謝

の
言
葉
に
仕
事
を
す
る
喜
び
を
感
じ
る

と
お
話
し
さ
れ
た
。

趣
味
は
旅
行
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
。

旅
行
は
シ
ル
バ
ー
の
配
分
金
等
も
貯

め
、
奥
様
と
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
旅
に

行
き
た
い
と
お
話
し
さ
れ
た
。

ま
わ
り
を
明
る
く
さ
せ
る
パ
ワ
ー
を

お
持
ち
の
方
で
し
た
。

（
取
材
・
青
島
編
集
委
員
）

就

業

会

員

の

声



（９）

岩
槻
会
員
の

富
田

徳
夫
さ
ん

東
岩
槻
駅
か
ら
15
分
ほ
ど
に
あ
る

諏
訪
公
園
で
清
掃
業
務
を
さ
れ
て
い
る

富
田
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
お
仕

事
は
８
時
30
分
か
ら
５
時
30
分
の
フ

ル
タ
イ
ム
。
９
人
の
会
員
が
３
組
に
分

か
れ
て
シ
フ
ト
を
組
み
、
２
日
就
業
、

４
日
休
み
の
交
代
制
で
す
。

一
日
の
流
れ
は
、
は
じ
め
に
公
園
内

を
見
回
り
、
ゴ
ミ
拾
い
や
異
常
の
有
無

を
確
認
し
な
が
ら
重
点
作
業
場
所
を
確

認
。
昼
休
み
を
挟
み
な
が
ら
重
点
作
業

や
草
取
り
、
落
ち
葉
拾
い
、
ト
イ
レ
清

掃
な
ど
を
行
い
、
終
え
る
前
に
も
う
一

度
公
園
内
を
見
回
る
。

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
た
の
は
63

歳
の
時
。
定
年
退
職
し
て
自
由
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
持
て

余
す
よ
う
に
な
り
、

お
兄
さ
ん
か
ら
の
体

を
動
か
す
何
か
を
し

た
方
が
良
い
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
も
入
会

の
き
っ
か
け
と
の
こ

と
。
現
在
67
歳
。
70

代

80

代
の
多
い
シ

ル
バ
ー
会
員
の
中
で
は
、
自
分
は
「
若

者
だ
」
と
言
わ
れ
る
。

入
会
し
て
数
か
月
で
現
在
の
仕
事
に

就
く
こ
と
が
で
き
た
。
夏
は
暑
く
、
冬

は
寒
い
、
ま
た
風
や
雨
の
日
も
あ
り
ま

す
が
、
現
在
の
仕
事
が
、
ご
自
分
に
合

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
重
機
の
使
用
や

高
所
作
業
は
な
い
で
す
が
、
時
間
帯
を

考
え
て
作
業
を
行
い
、
熱
中
症
な
ど
に

は
十
分
に
注
意
し
て
い
る
と
の
お
話
で

し
た
。

入
会
し
た
こ
ろ
は
多
少
メ
タ
ボ
気
味

だ
っ
た
が
、
仕
事
と
、
家
で
の
毎
日
１

時
間
の
ダ
ン
ベ
ル
体
操
で
体
重
が
９

kg
も
減
り
、
現
在
も
体
調
が
良
い
。
肌

の
色
つ
や
も
「
若
者
」
ら
し
く
ハ
リ
が

あ
り
ま
し
た
。

休
み
の
日
に
は
奥
様
と
一
緒
に
散
歩

し
た
り
、
買
い
物
に
行
っ
た

り
と
、
仕
事
で
も
ご
家
庭
で

も
、
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無

理
な
く
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し

て
ら
っ
し
ゃ
る
ご
様
子
。
こ

ち
ら
も
ホ
ッ
と
優
し
い
気
持

ち
に
な
る
取
材
で
し
た
。

(

取
材
・
島
村
編
集
委
員) 

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

様

旧
武
蔵
国
を
中
心
に
、
二
百
八
十
余

社
も
分
布
す
る
氷
川
神
社
の
総
本
社
、

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
、
禰
宜
馬
場
直

也
様
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

お
話
に
よ
る
と
、
神
社
の
境
内
は
約

三
万
坪
を
擁
し
、
氷
川
の
森
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
参
拝
者
に
清
々
し
い
気
持

ち
で
お
参
り
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
神
社
に
は
「
場
を
清
め
て

礼
を
正
す
」
と
言
う
言
葉
が
あ

る
そ
う
で
、
社
殿
や
境
内
の
あ

ら
ゆ
る
所
の
清
掃
に
、
職
員
を

は
じ
め
各
種
の
奉
仕
団
体
の

方
々
が
心
を
こ
め
て
奉
仕
を
行

っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
、
参
道

の
清
掃
の
仕
事
を
や
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。
参
道

は
、
中
山
道
か
ら
社
殿

へ
と
続
く
並
木
十
八
町

と
呼
ば
れ
る
欅
並
木
を

誇
っ
て
い
ま
す
が
、
シ

ル
バ
ー
の
受
持
ち
範
囲
は
、
社
殿
に
一

番
近
い
二
の
鳥
居
か
ら
三
の
鳥
居
の
間

約
五
百
メ
ー
ト
ル
で
、
強
雨
の
日
以
外

は
毎
日
の
仕
事
で
す
。

「
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
は
、
年
の

功
だ
け
あ
っ
て
、
参
拝
者
や
自
転
車
、

通
学
の
子
供
達
な
ど
の
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
に
気
を
遣
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
し
、
暑
さ
寒
さ
の
下
で
の

仕
事
で
は
あ
る
も
の
の
、
あ
た
か
も
奉

仕
の
よ
う
な
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
あ
る

と
周
囲
の
市
民
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
」
と
、お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

御
暇
し
ま
し
た
。

（
取
材
・
後
藤
編
集
委
員
）

ね

ぎ

発 注 者 の 声 



（１０）

ワ
タ
ナ
ベ
ス
ト
ア
ー

様

浦
和
区
に
あ
る
生
鮮
館
パ
ワ
フ
ル
元

町
店
を
訪
問
、館
長
の
小
畑
良
則
様
に
、

午
前
中
の
業
務
多
忙
の
中
、
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
赴
任
し
て
か
ら
知
り
ま
し
た
。
発

注
の
時
期
に
つ
い
て
は
四
代
前
の
館
長

が
、
自
転
車
の
整
理
を
き
っ
か
け
に
発

注
し
、
平
成
14
年
か
ら
契
約
も
長
期
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
仕
事
内
容
は
、

自
転
車
、
置
き
か
ご
等
の
整
理
、
移
動

と
各
案
内
板
の
展
示
で
す
。

曜
日
に
よ
り
シ
フ
ト
を
変
え
て
の
就

業
で
す
。
月
水
金
土
シ
フ
ト
、
10
時
～

13
時
、
14
時
～
17
時
。
火
曜
日

シ
フ
ト
、
11
時
～
14
時
、
16
時

～
19
時
。
日
曜
日
シ
フ
ト
、
朝
市

の
た
め
９
時
30
分
～
12
時
30
分
、

以
上
を
３
名
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

就
業
を
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
方
は
仕
事
内
容
を
よ
く

把
握
さ
れ
、
熱
心
に
就
業
し
て
い

る
と
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
不
法
駐
輪
な
ど
の
問

題
に
対
し
て
も
注
意
文
、
貼
り
紙

等
、
積
極
的
な
提
案
を
し
て
く
れ
る
。

社
員
さ
ん
と
同
等
に
就
業
意
識
が
強
く

仕
事
に
従
事
し
て
く
れ
ま
す
の
で
大
変

満
足
と
話
を
さ
れ
た
。

不
特
定
多
数
の
お
客
様
が
来
館
さ
れ

ま
す
が
、
過
去
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
傷

害
事
故
も
な
い
。

今
後
と
も
、
社
員
、
会
員
の
健
康
に

も
留
意
し
な
が
ら
邁
進
し
て
い
く
と
熱

く
語
ら
れ
た
。

万
一
欠
員
が
出
た
と
き
の
速
や
か
な

対
応
と
定
年
後
で
も
働
け
る
人
材
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
と
広
げ
て
ほ
し
い

と
の
ご
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

（
取
材
・
吉
川
編
集
委
員
）

品
川

惣
寿

様

「
発
注
者
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
仕

事
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
と
言

わ
れ
る
品
川
さ
ん
は
現
在
84
才
。
以
前
、

シ
ル
バ
ー
の
会
員
を
経
て
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
を
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
会
報
の
創
刊
号
や
２
号
、
記
念

誌
に
も
編
集
委
員
と
し
て
携
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
品
川
さ
ん
に
ご
縁
が
あ
り
、

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
注
し
て
く
だ
さ
る
仕
事
は
、
平
成

22
年
頃
か
ら
植
木
の
剪
定
・
除
草
・
障

子
張
・
網
戸
張
な
ど
で
す
。

98
歳
の
家
族
の
介
助
な
ど
も
あ
り
、

昨
年
暮
れ
頃
か
ら
家
事
負
担
が
大
き
く

な
っ
た
事
で
、
月
に
一
度
２
名
の
会
員

さ
ん
に
午
前
９
時
～
１１
時
の
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
（
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
）

も
頂
戴
し
て
い
る
。
２
名
の
会
員
さ
ん

は
自
分
の
家
の
よ
う
に
丁
寧
に
、
気
を

配
り
掃
除
し
て
い
た
だ
き
、
信
頼
関
係

が
あ
る
の
で
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら

れ
、
あ
り
が
た
い
と
話
さ
れ
て
い
た
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
信

頼
性
も
高
く
、
発
注
者
の
気
持
ち
を
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
安

心
し
て
お
願
い
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
お
願
い
し
た
い
」
と
お
話
し
さ

れ
た
。

と
て
も
お
元
気
な
方
で
、
80
才
か
ら

パ
ソ
コ
ン
を
習
い
始
め
、
今
で
は
地
域

の
老
人
会
の
会
報
を
写
真
入
り
で
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
何
ら
か
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
も
語
ら
れ
て
い
た
。

（
取
材
・
青
島
編
集
委
員
）



（１１）

中
央
区

第
二
地
域

地
域
長

岩
瀬

忠

早
い
も
の
で
、
地
域
長
を
拝
命
し
、

４
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

前
任
者
の
野
本
さ
ん
よ
り
「
地
域
と

し
て
の
残
り
の
事
業
計
画
を
必
ず
実
行

し
て
く
だ
さ
い
」
と
引
き
継
ぎ
を
受
け
、

現
在
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
央
区
第
二
地
域
は
５
つ
の
班
か
ら

な
り
、
現
在
１
４
４
名
の
会
員
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
は
、
班
長
会
議
の
他
、
地

域
会
議
と
奉
仕
活
動
を
年
２
回
開
催
す

る
こ
と
で
す
。

先
日
、
今
年
度
２
回
目
の
地
域
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
後
は
浦
和
西

警
察
署
よ
り
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
の
特
徴
（
あ
じ
の
ひ
ら
き
）
や

運
転
免
許
の
自
主
返
納
（
シ
ル
バ
ー
・

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
）
に
つ
い
て
話
を
伺

い
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
最
後
の
取
り
組
み
で
あ

る
奉
仕
活
動
を
11
月
中
旬
に
実
施
し

ま
し
た
。

班
長
協
力
の
も
と
、
参
加
会
員
を
増

や
そ
う
と
頑
張
っ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー

で
働
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
も
楽
し
み
に
な
る
よ
う

な
活
動
が
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
会
員
が
地
域
活
動

へ
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
地
域
班
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

岩
槻
区

第
五
地
域

地
域
長

新
井

進

岩
槻
区
第
五
地
域
は
、
区
の
東
南
に

位
置
し
、
東
は
越
谷
・
東
川
口
、
南
は

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
を
境
に
し
て
、
内
側

全
地
域
で
農
村
が
多
く
、
面
積
の
広
い

エ
リ
ア
で
、
現
在
の
会
員
数
は
５
班
１

０
５
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

班
に
よ
っ
て
は
、
毎
月
の
シ
ル
バ
ー

会
員
ニ
ュ
ー
ス
配
布
が
、
車
で
２
時
間

以
上
と
大
き
な
仕
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
活
動
と
し
て
、
地
域
会
議
研
修
会

２
回
、
奉
仕
活
動
２
回
を
予
定
し
、
今

年
度
１
回
目
の
研
修
会
を
７
月
14
日
、

岩
槻
事
務
所
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
現
況
や
安
全
就
業
に
つ

い
て
研
修
。
終
了
後
「
生
活

習
慣
病
の
予
防
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
私
が
講
師
と
な
り

生
活
習
慣
病
改
善
の
た
め
の

説
明
を
し
ま
し
た
。

規
則
正
し
い
生
活
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
睡
眠
、

手
軽
に
で
き
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
日
課
に
す
る
、
趣

味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
。

特
に
運
動
は
高
血
圧
、
肥
満
の
改
善
に

つ
な
が
り
、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
心
身
を

つ
く
り
ま
す
。
大
事
な
事
は
、
年
一
度

の
健
診
を
受
け
、
異
常
を
指
摘
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
二
次
健
診
を
受
診
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
以
上
の
研
修
内

容
で
し
た
。

奉
仕
活
動
と
し
て
、
10
月
26
日
地

域
内
に
あ
る
「
槻
の
森
文
化
公
園
」
の

清
掃
を
会
員
15
名
の
参
加
で
行
い
ま

し
た
。
地
域
班
活
動
は
、
就
業
中
の
会

員
も
お
り
、
参
加
は
む
ず
か
し
い
点
も

あ
り
ま
す
。
全
会
員
に
呼
び
か
け
無
理

な
く
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
人
間

関
係
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
班

長
を
中
心
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

地
域
班
活
動
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秋
の
小
田
原
城
と

ビ
ー
ル
工
場
見
学
の
旅

大
宮
支
部

清
水

修

大
宮
支
部
ふ
れ
あ
い
会
は
、
11
月

15
日
、
会
員
50
名
が
参
加
し
て
、
バ

ス
２
台
で
小
田
原
方
面
へ
日
帰
り
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。

前
日
の
雨
も
朝
方
に
は
上
が
り
、
集

合
時
間
頃
に
は
薄
日
さ
え
射
し
て
き
ま

し
た
。

出
発
時
刻
を
７
時
20
分
に
早
め
て

出
発
、
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
よ
り
圏
央

道
に
入
り
目
的
地
を
目
指
し

て
走
行
。
狭
山
方
面
で
は
、

右
に
左
と
か
す
か
に
富
士
山

を
見
る
こ
と
が
で
き
感
激
で

し
た
。

狭
山
、
厚
木
、
鮎
川
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
一
休
み
、

大
井
松
田
イ
ン
タ
ー
よ
り
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
小
田
原
工
場
に

到
着
。
工
場
内
を
ス
タ
ッ
フ

の
案
内
で
ビ
ー
ル
が
で
き
る

ま
で
の
説
明
を
受
け
、
出
来
た
て
の
ビ

ー
ル
を
３
種
類（
ド
ラ
イ
、
黒
ビ
ー
ル
、

プ
レ
ミ
ア
ム
）
試
飲
し
て
会
員
さ
ん
の

頬
は
薄
ら
と
赤
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

昼
食
は
、
敷
地
内
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に

て
美
味
し
い
弁
当
を
い
た
だ
き
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
、
小
田
原
城
に
向
か
っ
て
バ

ス
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

小
田
原
城
は
、
昨
年
ま
で
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
工
事
中
の
た
め
金
網
に
囲
ま

れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
今
年
は
金
網
も

外
れ
と
て
も
美
し
い
天
守
閣
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
天
守
閣
か
ら
は
、

曇
空
で
し
た
が
、
房
総
半
島
や
伊
豆
半

島
が
見
え
ま
し
た
。

小
田
原
蒲
鉾

で
有
名
な
「
鈴

廣
」
で
買
い
物

を
楽
し
み
、
帰

路
の
バ
ス
の
中

は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
懐
か
し
い

歌
で
和
や
か
に

過
し
、
楽
し
い

日
帰
り
旅
行
が

で
き
ま
し
た
。

秋
の
日
帰
り
旅
行

岩
槻
支
部

古
暮

俊
夫

親
睦
互
助
会
岩
槻
支
部
「
み
ど
り
会
」

は
、
９
月
14
日
（
水
）
山
梨
県
甲
府
方

面
の
旅
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
で
出
発
時
に
パ

ラ
パ
ラ
と
、
雨
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
心
掛
け
の
良
さ
が
反
映
し
た
の

か
雨
ら
し
き
も
の
は
こ
の
時
だ
け
で
、

快
適
な
旅
行
日
和
と
な
り
ま
し

た
。参

加
者
は
72
名
、
バ
ス
２
台

で
昇
仙
峡
を
目
指
し
て
出
発
し

ま
し
た
。

昼
食
は
、
名
物
の
ほ
う
と
う

定
食
を
食
べ
、
次
の
見
学
地
甲

府
の
桔
梗
屋
で
、
信
玄
餅
の
製

造
工
程
を
見
た
あ
と
お
土
産
を

買
い
、
メ
イ
ン
の
ぶ
ど
う
狩
り
、

御
坂
農
園
グ
レ
ー
プ
ハ
ウ
ス
に

向
か
い
ま
し
た
。
食
べ
放
題
と

い
う
こ
と
で
意
気
込
ん
だ
の
で

す
が
、
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
リ
ー
と

い
う
粒
の
大
き
な
ぶ
ど
う
で
、

一
房
食
べ
る
の
が
大
変
。

女
性
た
ち
は
半
分
位
食
べ
て

ギ
ブ
ア
ッ
プ
と
い
う
状
態
で
、
皆
満
腹

で
満
足
し
た
ぶ
ど
う
狩
り
で
し
た
。

旅
の
最
後
は
、
ワ
イ
ン
工
場
で
製
造

工
程
を
女
性
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
見
学
。
試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
美
味
し

い
ワ
イ
ン
を
飲
み
、
自
分
の
好
み
に
合

っ
た
ワ
イ
ン
を
購
入
し
、
ホ
ロ
酔
い
気

分
で
、
帰
途
の
バ
ス
は
話
も
は
ず
み
、

親
睦
と
交
流
が
深
ま
っ
た
旅
で
し
た
。

親
睦
互
助
会
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秋
の
日
帰
り
旅
行

浦
和
支
部

鈴
木

英
俊

浦
和
支
部
は
10
月
18
日(

火)

と
10

月
27
日(
木)

の
２
回
に
分
け
「
群
馬
吹

割
の
滝
と
リ
ン
ゴ
狩
り
、
酒
蔵
見
学
の

旅
」
に
行
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
両
日

共
41
名
、
合
計
82
名
で
し
た
。

吹
割
の
滝
は
、
別
名
「
東
洋
の
ナ
イ

ヤ
ガ
ラ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
酒
蔵
の
「
誉
れ
国
光
」
は
フ
ラ
ン

ス
の
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
賞
を
受

賞
し
て
い
る
有
名
な
酒
蔵
で
す
。

集
合
場
所
で
あ
る
玉
蔵
院
隣
の
中
央

公
園
を
７
時
45
分
に
予
定
通
り
出
発
、

圏
央
道
～
関
越
道
を
通
り
向
か
い

ま
し
た
。
車
中
で
は
ビ
ー
ル
と
つ

ま
み
が
配
ら
れ
、
少
し
ほ
ん
の
り

気
分
に
な
り
ま
し
た
。
上
里
Ｓ
Ａ

で
休
憩
、
そ
れ
か
ら
吹
割
り
の
滝

に
到
着
。
天
気
が
良
く
強
い
秋
の

日
差
し
の
中
、
汗
を
か
き
な
が
ら

見
学
し
ま
し
た
。
評
判
通
り

水
の
落
ち
る
さ
ま
は
豪
快
で

し
た
。
少
し
通
路
が
濡
れ
て

い
て
危
険
で
し
た
が
、
滝
に

落
ち
る
こ
と
な
く
、
無
事
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

酒
蔵
「
誉
れ
国
光
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

飲
み
放
題
の
日
本
酒
の
試
飲
を
、
皆
様

楽
し
ま
れ
た
。
昼
食
は
、
「
誉
れ
国
光
」

で
炊
き
込
み
ご
飯
、
て
ん
ぷ
ら
、
茶
わ

ん
蒸
し
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
食
後
、
関
東
有
数
の
道
の
駅
「
道

の
駅
田
園
プ
ラ
ザ
か
わ
ば
」
を
訪
れ
ま

し
た
。
広
大
な
敷
地
に
色
々
な
設
備
が

有
り
、
見
学
、
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

旅
の
最
後
に
「
原
田
農
園
」
で
リ
ン

ゴ
狩
り
を
行
い
、
食
べ
放
題
で
皆
様
腹

一
杯
甘
い
リ
ン
ゴ
を
食
べ
ま
し
た
。
帰

り
の
車
中
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

予
定
通
り
の
時

間
に
中
央
公
園

に
全
員
無
事
帰

着
し
ま
し
た
。

両
日
共
、
天

候
に
恵
ま
れ
、

紅
葉
は
少
々
早

か
っ
た
で
す
が
、

最
高
の
旅
行
が

で
き
ま
し
た
。

与
野
支
部
の
活
動
状
況

与
野
支
部

山
内

忠
義

平
成
28
年
５
月
の
与
野
支
部
定
期

総
会
後
の
役
員
会
に
お
い
て
、
突
然
支

部
長
就
任
の
要
請
が
あ
り
、
熟
慮
の
末

受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

親
睦
互
助
会
の
支
部
長
と
し
て
最
初

に
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
支
部
長
の
業
務
」

を
分
解
し
て
役
員
の
全
員
参
画
に
よ
る

支
部
運
営
の
活
性
化
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
二
人
の
副
支
部
長
は

「
業
務
担
当
」
と
「
会
計
担
当
」
と
し
、

各
役
員
に
は
「
旅
行
担
当
」
と
「
新
年

会
担
当
」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
で
物
事
が
処
理
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

例
年
開
催
さ
れ
る
「
中
央
区
民
ま
つ

り
」
は
、
親
睦
互
助
会
と
し
て
「
区
民

ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
か
ら
参
画
し
て

い
ま
す
。
当
日
は
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と

手
芸
・
バ
ザ
ー
品
の
販
売
に
役
員
全
員

が
参
加
し
、
二
日
間
成
功
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。

秋
の
旅
行
は
11
月
13
日
に
、「
旅
行

担
当
」
の
二
人
の
役
員
が
素
晴
ら
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
河
口
湖
か

ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
カ
チ
カ
チ
山
に
登

り
、
富
士
山
を
仰
ぎ
見
ま
し
た
。
我
々

を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
、
快
晴
で
雲

ひ
と
つ
な
く
、
冠
雪
の
富
士
山
は
絶
景

で
、
厳
か
で
最
高
の
素
晴
ら
し
さ
で
し

た
。親

睦
互
助
会
連
合
会
の
会
長
は
、
今

年
か
ら
２
年
間
与
野
支
部
長
が
担
当
で

す
。
セ
ン
タ
ー
本
部
と
し
て
親
睦
互
助

会
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
、
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
連
合
会
で
検
討
し
、
親

睦
互
助
会
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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会員ボランティア参加活動 

各区民まつりに参加し、パネル展示やリーフレットの配布、手芸品の販売をしました 

ふれあい教室 猿花ディキャンプ 

青少年との交流事業として 

カレーライスや豚汁をつくりました 

傾聴ボランティア活動 

地域の良き話し相手、高齢者等との 

ふれあい、寄り添う活動です 



（１５）

平成２８年６月２３日の平成２８年度定時総会で報告いたしました「公益社団法人さ

いたま市シルバー人材センター事故取扱基準」（以下「事故取扱基準」と表記）が平成

２９年４月より施行されます。 

「事故取扱基準」を設けました目的は、 

１．全員参画による就業事故の撲滅（安全就業の推進） 

２．事故発生の速やかな対応と処置 

３．処分することが本意ではなく、基準の明示と周知により全会員が注目し、 

事故の未然防止に努めていただく 

ことです。 

安全委員会では、施行に向け、守っていただきたい「作業別安全就業基準」の整備や、

安全に対する各人の心がけと良い習慣づくり（＊誠実 ＊丁寧 ＊少しの余裕 ＊事前

の注意力 ＊確認する習慣 ＊冷静な判断 等）を現場で発揮していただくため「安全

の日」創設や安全パトロール強化を検討しております。 

年度末に向け情報発信いたしますので宜しくお願いいたします。 

事故の未然防止は不断の心がけと良い習慣づくりです 

事故の未然防止・再発防止に努めましょう！ 

安全委員会より 
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11
月
９
日
（
水
）
、
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
い
き
い
き
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
社
会
経
験
豊
か

な
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
社
会
参

加
で
き
る
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
、

シ
ニ
ア
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
シ
ル
バ
ー

バ
ン
ク
、
そ
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
三
者
が
連
携
し
て
実
施
す
る
、

シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
第
６
集
会
室
に
お

い
て
、
シ
ル
バ
ー
バ
ン
ク
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
、
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
第
14
集
会

室
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
を
皆

さ
ん
に
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

パ
ソ
コ
ン
グ

ル
ー
プ
会
員

が
中
心
と
な

っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
講
習
体

験
や
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
あ
ゆ
み
」
の
会
員
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
傾
聴
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

個
別
に
相
談
を
受
け
、
現
在
の
状
況
を

説
明
し
、
入
会
説
明
会
へ
の
参
加
予
約

を
し
て
も
ら
い
、
会
員
獲
得
に
も
努
め

ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

常
時
放
映
し
、
来
場
者
に
は
手
芸
班
に

よ
る
手
づ
く
り
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
さ
ら
に
コ
ー
ヒ
ー
や
麦
茶

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
、
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
初
の
試
み
で
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員
に
協
力
を
い

た
だ
き
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

日
と
な
り
ま
し
た
。

い
き
い
き
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

編

集

後

記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
な
ど
、
日
本
は
大
活
躍

で
話
題
の
多
い
年
で
し
た
。

会
報
31
号
も
会
員
の
方
々
及
び

発
注
者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。編

集
委
員
も
会
員
の
活
躍
や
話

題
提
供
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（

編
集
委
員
会
）

表

紙

「
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
2〇〇2
」

緑
区
中
野
田
に
あ
る
埼
玉
ス
タ

ジ
ア
ム
2〇〇2
は
、
ア
ジ
ア
最
大
級
・
日

本
で
最
大
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
で
す
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
の
国
際

試
合
も
開
か
れ
る
、
世
界
で
も
有
名

な
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。


